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絶対的希望を知る人（ヨハネ12:1-8）
　日本人が好むいろいろな言葉の中で一番代表的な単語と言いますと、「和」ということばではないかと思います。それは非常によい言葉であり、また、そうならないといけないと思いますが、その中でうっかり和を好きになり、和にこだわることによって絶対という言葉を警戒をする傾向があります。和を強調してしまうと、絶対という言葉は排除しないといけません。それで当たり前に皆が、多くの人が集まった場合は会議をして話し合うというのは大切です。しかし、会議がとても好きな国がまた日本でもあります。会議は当たり前ですが、あまりにも会議、会議というその裏側には何があるかと言うと、絶対的なものはないという前提があるかもしれません。そのような部分を私たちは吟味しないといけないでしょう。テレビのニュースなどを見ていても、国会で自民党の方が数の力を持って、なにかを議論しないまま通してしまうことに対して、「十分な議論をしないといけない。議論が必要だ」という話をよく聞きます。もちろん、一方的に何かを決めるということではなく、民主主義なので議論が求められているというのは常識であり、当たり前だと思います。しかし、議論を尽くしていくという発想の裏側にも、絶対的なものはないという大前提があるかもしれません。議論を尽くして、多数の意見がまとまるとそちらの方が正解になって行くということのために、議論が必要ではないでしょうか。議論そのものを否定するつもりはありません。けれども、議論をしても、数が多くても、それに曲げられない、また屈することができない絶対的なものというものがあるとすれば、それは議論によって決められるようなものではありません。それらを理解したうえで考えてみますと、日本の風土というものはとても先進国型であり、民主主義的ではありますが、絶対というものを拒否するというものが、一番底に流れている思想ではないかと思います。それで皆が柔軟性を持って対応をしていかないといけないとよく口にしますが、絶対というように頑固になると柔軟性に欠けてしまうので、和を壊してしまうようになるし、皆とともに行くということに支障を起こしてしまうという考え方があります。しかし、絶対的なものを握っているからと言って、柔軟性がないかというとそうでもありません。逆に動かすことができない絶対的なものがあるからこそ、すべてに対して自由であり、柔軟性を持つことができるのではないでしょうか。その代表的なケースがパウロです。パウロはものすごく頑固なユダヤ人でした。しかし、そのパウロが絶対的な奥義がなにかわかったあとは、ユダヤ人にはユダヤ人のように、異邦人には異邦人のように、法律がある者にはある者のように、ない者にはない者のように、ものすごく柔軟性のある態度ではないでしょうか。なぜそれができたのでしょうか。パウロはそういったすべてが相対的なものになるほどの絶対的ななにかを握るようになったからです。ですから、単なる和、単なる柔軟性が英会ではなく、絶対的なものを握っていて、そこから生まれる柔軟性が本物であり、それが求められるものです。とにかく、私たちはそれがそうなのかどうかも知らないまま、そのような流れ、風土の中を生きてきたものです。
　そのような中で神様は私たちに向かってこのようにおっしゃっています。多くの人が、世界中が和を強調し、議論を求め柔軟性を強調しているかもしれませんが、その中でキリストは絶対かつ唯一の希望であると神様はおっしゃっています。これが神様が私たち人類に向かって、特にクリスチャンの私たちに向かって語りかけていらっしゃるメッセージです。キリストは絶対かつ唯一の答えであり希望です。キリストが答えだと聖書は教えていません。キリストは絶対かつ唯一の答えであり希望だとメッセージをしていらっしゃいます。そして、今でも私たちに毎日、様々な場面において神様は質問していらっしゃいます。「あなたにとってキリストは本当に絶対かつ唯一の希望なのか」と問いかけていらっしゃいます。それがすべてではないでしょうか。この神様の質問に対して、「アーメン。そのとおりです」と認めることによって初めて正しい人生が始まり、また新しいスタートを切るようになります。そのときまでは何がどう変わろうが、それは新しく始まることとは言えないものです。絶対かつ唯一の奥義を理解して握ったがゆえに、その瞬間から先ほど申し上げましたように、世の中にある目に見えるものでも、見えないものでも関係なく、すべてが相対的なものに変わり、整理されるようになります。そのときから新しい人生が始まります。言葉が絶対、相対と言う言葉を使うから、なにか難しそうに思うかもしれませんが、決してそうではありません。私たちはあまりにも意識しないまま、あまりにも当たり前に和がすべてであるかのように、柔軟性を持たないといけないかのように、議論がなければ正解にたどり着けないかのような風土の中を生きてきました。残念ながら、クリスチャンになってからもそれがそのまま残っているので、クリスチャンとしての神様の祝福を実勢的には味わえないという残念な現実があります。

それで神様は今日も礼拝をとおして、私たちに他のなにかではありません。ひとつのことを問いかけていらっしゃいます。「あなたが子どもなのか、大人なのかわかりません。あなたが学生なのか、なにを専攻しているのか人それぞれでしょう。健康なのか精神的な悩みを抱えているのか、平和な家庭なのかあるいは家庭に様々な事情を抱えているのかいろいろあるでしょう。歌の歌詞のように「人生いろいろ」です。しかし、そういったことと一切、関係なく、そのすべての人に、すべての状況に向かって神様は一言だけ問いかけていらっしゃいます。「あなたにとってキリストは絶対かつ唯一の希望、答えなのか」と問いかけていらっしゃいます。それを聞く耳を持つ人を幸いない人、恵まれた人と言います。でも、サタンは見事にいろいろな他の答えを持ってその質問が聞こえないように、それに応答できないように邪魔します。でも、その質問の前に「とりあえず今、私は病気なのだけどこの病気はどうなりますか」と逆に質問することによって神様の質問に答えることを避けるのです。「でも、私は仕事の現場で食べていかないといけないから、そのことに対して神様はどう思いますか」と聞くことによって、神様の質問をかわすのです。「あなたにとってキリストは絶対かつ唯一の希望なのか」と今も質問していらっしゃいます。それなのに、それに返事しようとしません。サタンは見事にそのメッセージ、その質問。問いかけだけは聞こえないように、それに返事席ないように邪魔しているということを覚えていただきたいと願います。ぜひ、この神様の質問に対して皆さんひとりひとり個人的に吟味していただきたいと思います。
それで、その結果、今まで皆さんが大事思っていて、今も大切なものかもしれないし、今も世の中に通用する理論、価値観、基準、いろいろあるでしょうが、そのすべてが相対的なものに変わるという経験を皆さんの内側でしなければなりません。そこが勝利の人生の実際的なスタートラインです。神様は私たちを愛し、私たちを救われ、世にいる間に勝利者として祝福しようとしていらっしゃいます。そのためにこの質問をいつも投げかけていらっしゃるのです。なぜキリストは絶対かつ唯一の希望でしょうか。世の中に必要なものもたくさんあるし、立派なものも偉い理論も思想も人物もたくさんいるのに、なぜイエス・キリストだけが絶対かつ唯一の答え、希望と言わざるをえないのでしょうか。その理由を聖書は迷うことなくはっきりと宣言しています。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。それを原罪と言います。原罪という罪がある限りは、すべての人に当てはまる内容であって時代と民族と全く関係ありません。すべての人です。この原罪は悪魔のしわざによるものですから、キリスト以外には接待に解決できない、それほど人の問題は深刻な問題だという裏返しです。私たちの考えているようなレベル、次元の問題ではありません。政治がこうなるから、思想がこうなるから、自然災害、地球温暖化などによる問題ではありません。ものすごく私たちの想像をはるかに超え、博士の論文の理解をはるかに超えて、STAP 細胞がああだ、こうだといろいろなお話がありますが、それが本物だとしてもその理論をはるかに超えて、それではまったく通用しないほどの深刻な問題です。これが人が抱えている問題です。全人類が生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる深刻な問題を抱えています。だから、キリスト以外には希望がないということが聖書の証言です。

それから、いつも皆さんに申し上げているように、その一番確かな証拠が歴史であり、特に旧約の聖書の歴史です。皆さんによくお話したのではないでしょうか。どれほど人の問題が深刻なのかと言うと、豊かになっても知識がものすごく豊富になっても宗教を抱えて努力をしてもまったく解決にならない、まったくそう言ったものが希望にならない問題です。それが原罪という人の罪の問題です。今の共産主義が資本主義や民主主義に変わるからと言って、地球に、国に希望が生まれるのでしょうか。聖書ではそのように教えていません。また、歴史がそうでないということを証明しているのではないでしょうか。どこまででしょうか。神様が自ら奇跡を持ってイスラエルの民を導き守り愛を注いで、そして、律法の神のみことばを石の板に刻み込んで与えたのにも関わらす、人の問題は解決しません。神様に選ばれたにもかかわらず人は変わりません。本当に人の問題がそれほど深刻な問題だと皆さん知っていて、また認めていらっしゃるのでしょうか。私は自分の人生をふり返って、そのとおりだと認めます。今までの世界の歴史を見ながら、そのとおりだと私は確認しました。ですから、神様の奇跡の力によっても人はそれも希望になりません。だから、最初から神様が約束されました。女の子孫が蛇の頭を踏み砕いて、かかとに噛みつかれ、つまり、十字架で身代わりとして尊い血詩を流されること以外には希望がないということを私は信じます。神様はそのことを今おっしゃっています。キリストはただの希望、ただの救い主ではなく、絶対かつ唯一の希望です。旧約の聖書を見ると、イスラエルの人が神様に裁かれるようになります。その理由がなにかと言うと、偶像崇拝に走ったりといろいろな理由がありますが、そこで主に問われる、裁きの理由がなにかと言うと、なぜよその大国、よその豊かな国などによそ見して頼りにしたのか。それになにかを求めていたのかを神様はものすごく怒っていらっしゃるのです。よその国が豊かなので、それによそ見し頼りにして「ちょっと助けてください」と言うのはそれほど悪いことなのでしょうか。それは結局、偶像崇拝を招くようになりますが、最終的にそれが直らないがゆえにイスラエルは神様に裁かれ、2000年余り、国を失ったまま全世界を点々とすることになってしまいました。なぜそれがそれほど大きな問題でしょうか。神様はなぜよその国、特にイスラエルより大きな豊かな国、力のある国を頼りにする、それを「うらやましいな」という目で見ることをそれほど嫌がっていらっしゃったでしょうか。嫉妬の神様とおっしゃりながら。それはよその国を頼りにしていた、豊かな経済、力強い武力、またものすごく品性のよい人柄などよいものがたくさんあります。それに引っ張られて魅力を感じたということは、裏返しますとあなたがたが召された理由、あなたがたイスラエルが今は小さい国であっても、あなたがたにのみ与えられた契約の祝福、つまり、キリストが来られることによって人類は希望がある、そのキリスト以外には絶対にどこにも希望がないということを投げ捨てたということになります。そうではないでしょうか。キリストだけが絶対かつ唯一の希望であれば、よその国にどんなすばらしい思想があれ、どんなに豊かな経済があれ、どんなに立派な人物があろうがそれは希望とはまったく関係ないものです。それをうらやましいと思う理由もないし、そちらの方に引っ張られる理由もないのですが、それに頼る、そこに助けを求める理由にもならないのですが、そうしてしまったというのは契約を全部、投げ捨てたということなのです。契約は何でしょうか。キリストは絶対かつ唯一の希望だということです。これを忘れること、これをよく知らないことがどれほど恐ろしいことなのかということが旧約の聖書から教えられる内容です。
私はクリスチャンのレムナントの中で医学を勉強するレムナントにこのようなお話をしました。「なぜあなたは医学を勉強し仕事をしているのか」。ものすごく立派な返事が返ってきました。「病んでいる、苦しんでいる人がたくさんいるから、この医療の技術を持って彼らを少しでも助ける人になるためです」。ものすごく立派な考え方ではないでしょうか。それでもう一度聞きました。「同じ医学を目指している人の中で、あなたがクリスチャンなのですがノンクリスチャンの方々も多いでしょう」。「はい」。「その多くのノンクリスチャンもあなたと似たような考え方ではないのか」。「そのとおりです」。「そうすると、あなたの考え方、あなたの理由は立派なのですがノンクリスチャンとクリスチャンのあなたとどこがどう違うのか」。ほとんどのクリスチャンがそこにとどまっています。そうすると、結局、イスラエルがよその国の立派なものを見てそこに惹かれ引っ張られていたようなことになりかねなにのではないでしょうか。立派な考え方を持っているからと言って正解とは限りません。「私は逆に思います。あなたが医学を目指して勉強している理由は、医学の世界に入るためであり、その世界に入ってお医者さん、医学の人々に向かって、『医学では人は絶対に治りません』ということをお証しするためにあなたは医学を目指して勉強していることではないのか」。それは言葉を変えますと、「あなたはイエスはキリストですと、キリストだけが希望ですと告白しているのですが、それがあなたの専門分野には適用されないのか。本当にキリストは絶対かつ唯一の希望なのかという問いかけと同じ質問です」。これは医学の勉強はどうでもよいという意味ではあります。しかし、それは希望ではありません。私たちが生きる理由でもありません。人生が存在する理由でもありません。私たちの答えは明確です。キリストだけが絶対かつ唯一の希望なので、医学は希望ではないという答えは明白ではないでしょうか。技術の発展には希望はないということを知りませんか。人の愛情はどれほどたっぷり注がれても、そこに希望がないということをクリスチャンが認めない限りは、この世は暗闇のままではないでしょうか。ですから、神様は今も私たちに問いかけていらっしゃいます。日曜日だから仕方がなく礼拝に行くしかないかという次元の、水準のクリスチャンではあってはいけません。これは無理やり押し付けるような話ではありません。皆さんが認めなくても、この地球の希望はキリスト以外にはありません。なぜ医学が、自分の専門分野が、自分の目標がキリストより先走るようにそのままほったらかしにして許されるのでしょうか。神様が今も私たちに言いたいことは、毎回、毎回、様々な角度からメッセージをしていらっしゃいますが、メッセージのスタートは一つです。キリストはあなたにとって、あなたの人生にとって絶対かつ唯一の希望なのか。あなたの周りに敵だらけだったのが味方に全部変わるとしても、それは希望ではないでしょう。そういったものはすべて相対的なものです。絶対というものはありません。絶対というものはキリストと福音以外にはありません。それなのにクリスチャンがキリスト以外に知らず、知らず、自分の内側に絶対と言う者を持っているから、神様の答えを全部逃してしまうようになるのです。それさえ修正すればよいです。神様は私たちに何かを要求される方ではありません。何か難しいことをさせる方ではありません。本当にキリストは絶対かつ唯一の希望なのか。皆さんはこのことを見たでしょうか。これを確認できているでしょうか。そのような人は相対的なものに対してはそれが何であろうが何一つそれが問題になりません。それを本当の自由と言います。家庭はこうであるべきだというルールはあるかもしれません。でも、絶対はありません。だから、そうでない場合もあります。どちらになっても私は絶対的な者を握っているので構いません。それが絶対です。

冒頭、皆さんに日本人のいろいろなことを申し上げたのは、どちらが良いか悪いかと言う意味ではありません。私たちは当たり前に知らず知らず、そのような価値観に染まっていることなので、それを吟味しないといけません。うっかりすると福音よりそちらの方を大事にするかもしれないし、福音の理解もそう言ったものにくっつけて理解しようとするようになります。そうすると、もはや福音は福音ではなくなります。絶対かつ唯一の希望です。精神的に悩んでいらっしゃるのでしょうか。人には言えない霊的な悩みを抱えていらっしゃるのでしょうか。そうなると様々なことを頼りにして、いろいろなことを求めたくなります。わらにでもすがりたいという気持ちなので、そこが問題です。それにもかかわらず、あなたがたの希望は絶対かつキリストしかありません。だから、逆にそのような問題があるからこそ、キリストだけに絞って握る道具、材料にしないといけないのに、気があらゆるところに、偽物、嘘の方に散ってしまいます。それが悪魔の策略です。精神分裂など全部そういうことです。ひとつのことに、しかも間違っているところではなく、唯一、絶対、その希望の方に絞られないように気を散らします。あるいは違うところに縛られるようにしてしまいます。それが暗闇の策略です。神様は今このときも私たちにおっしゃっています。皆さん、なにかすばらしい感動的なお話を聞きたいのでしょうか。神様は感動しようがそうではなかろうが関係なくおっしゃっています。キリストはあなたにとって、病んでいるあなたにとって、弱いあなたにとって、様々な悩みを抱えているあなたにとって、将来が不安に思われて仕方がないあなたにとって、絶対かつ唯一の希望なのか。絶対という言葉は深く噛みしめて考えないといけません。
そして、このキリストが絶対かつ唯一の希望だということを見た者と、それを見ていない者とは天と地の違いになります。まったく違います。それが今日の聖書のお話です。それを理解しないと、私たちはイスカリオテ・ユダが聖書に書いてあるとおりに心から悪いを思いをもって、泥棒なので悪いとわかっているのですが、表面的にはこのユダが「私は泥棒するから、これをきちんと献金しなさい」と言っているわけではありません。彼が言った言葉はこれを300デナリで売って、貧しい人を助けるのがもっと効果的でないのかと言っている言葉に、私たちは絶対的なものがなにかわかっていない場合はクリスチャンでも、「そうだね。なるほど」と言うように傾いてしまいます。だから、この聖書の箇所が理解できません。それどころか聖書の最初から最後までメッセージが何一つ理解できません。たまに道徳的に、常識的に、最もな話、それだけを神のことばとして自分の胸に受け入れます。それはクリスチャンの姿勢ではありません。絶対的な希望を見た者と見ていない者とはちがいます。マリヤはなぜ高価な香油、イスラエルの女性にとってそれはいのちより大事に扱うものです。それを惜しまずに、躊躇しないで割って、イエス様の足に注ぎそれをすべて髪の毛で全部拭いました。香油の香りが部屋全体に充満するようになりました。なぜそうしたでしょうか。無駄ではないでしょう。マリヤは見ていました。イエス様がその絶対かつ唯一の希望であるキリストだということがわかったのです。そうすると、計算がありません。正確に申し上げると、本物の計算が働くようになります。しかし、イスカリオテ・ユダはイエスが絶対かつ唯一の希望であるキリストだということをいまだわかっていません。だから、悪い思いもありますが、あれは理解できません。無駄だと思うのです。キリストが絶対かつ唯一の希望だと、イエスがそのキリストだということを見ている人は躊躇のない、献身の生涯へと転換するようになります。まったく間のない使命の人生へと変えられるようになります。当たり前でしょう。彼がどんな仕事をするか、何をするか、どこにいようが関係なく、その人の生きる理由は絶対かつ唯一の希望なので、このキリストが輝き、キリストが宣べ伝えられること以外には理由が存在しません。それを天命、それを神の国と言います。世の中を見ていてもうらやましいと思わないで、魅力を感じたり、あるいは助けを求めたり、何か頼りにするところではなく、暗闇の王国に覆われていることが見えてきてそこにキリスト以外には希望がないということが見えてくるようになります。ですから、医者になろうが、エンジニアになろうが、漫画かになろうが、音楽家になろうが、牧師になろうが、これを見た人の理由は皆一緒です。キリストが宣べ伝えられることのために。キリストが伝えられることのために。これを使命と言います。
そして、このためには間がありません。救われたあと、だいぶ時間が経ってこのようなことを考えるものだと思うクリスチャンが多いですが、人によって時間差というものはあるかもしれません。でも、原則的に間はありません。今までどんな過去を歩いてきたのか関係なく、イエスがキリストだとイエス・キリストを受け入れたその人は、キリストが絶対かつ唯一の希望だとわかったものは、その瞬間から人生180度間がありません。能力があるかないか関係ありません。今環境が刑務所の中なのか病気なのか健康なのか一切、関係ありません。私はキリストのために、福音のために生きていきます。キリストが宣べ伝えられることのために、それが私の生きる理由です。即座にそのようになるでしょう。私の人生のすべてを、このキリストが宣べ伝えられること、キリストのために、福音のために捧げます。そのために存在します。そして、結局、ローマの手紙16章に紹介されている人物のような人生を当たり前に歩くようになります。伝道者の同労者、このキリストを本格的に宣べ伝えられること、自分の理由がそれなので、その人のために自分の目玉もいのちも惜しまずに捧げるというようになります。なぜでしょうか。絶対かつ唯一の答えがなにかわかっているから。それ以外には理由がありません。他はすべて相対的なものです。
私が神様に恵まれてまだ自分の人間的な思いではまだ資格もなにもない段階で神様が神学校に行きなさいと言われたような気がして、それを拒否していたのですがそれでも神様の恵みによって神学校に行くことになりました。そのときに教会のある姉妹が私に言ってきました。そのとき日曜学校の教師だったので「張先生。無理やり神学校まで行かなくてもいいのではないですか。立派な大学を出たからこれから就職して平坦な保証されている道を歩めばいいのではないですか」。それは別に悪い言葉ではありません。でも、キリストが絶対かつ唯一の希望だという答えを持っているのであれば、必ず牧師になるべきだという意味ではありません。何をしようが理由はもう決まっています。ただ彼女が聞いているのは彼女はそれを見ていないからです。たぶん、私と結婚したい気持ちがあったのかどうかわかりませんが丁寧に断りました。人が良いか悪いか関係なく、見たのか見てないのか。300デナリで貧しい人々に。それはもっともなお話です。それをしなくてもよいと言うつもりはありません。でも、そういったものと絶対的なものと混同することはありません。矛盾することもありません。でも、見ていない者はいつまでたっても葛藤ばかりで混乱します。皆さん、中国やアフリカや東南アジアの国々に宣教師を送って宣教献金を集めてサポートするようにしましょう。「なぜそこで無駄にするのでしょうか。それを集めて東北震災の復興の支援をした方がよいのではありませんか」。もちろん、それもしなければなりません。そのように混ぜて一緒に並べて混同することはありません。なぜでしょうか。見ていない者は理解不能なのです。見ていない者は理解できません。しかし、絶対的な答えを見ているので迷うこともないし、矛盾することもないし、混同することもありません。
日曜日に礼拝に行くこと、テストのために勉強すれば時間をだいぶ稼げます。計算すれば。それなのに日曜日に教会に行くのか、今勉強すれば物理的に計算してもずっとよいのではないか。ユダと同じ計算です。もちろんそうでしょう。それで成績が上がるかもしれません。でも、私たちはそれが基準ではありません。成績が上がって勉強によっては世の中は変わらないとわかっています。キリストだけが絶対かつ唯一の希望なので、そのような計算に私たちは束縛されません。これは勉強は無駄にすればよいという話ではありません。よく覚えていただきたいと思います。そういう意味で、キリストが絶対かつ唯一の希望だということを見た者はこれから世の中にあるすべての基準は参考に過ぎないものになります。そうならなくてはいけません。世の中にある基準が貧しい人を助けないといけないというのは常識でしょう。そのようなことと福音と混ざって混同することはありません。教会がなぜ様々な無駄な葛藤などで争うのかと言いますと、こういうことではないでしょうか。見ていないからです。話が噛みあいません。これを見た者、マリヤに対しては私の葬りの日に備えることだとおっしゃって、他の聖書を見るとこのマリヤのやっていたことは聖書に記録され世々に渡って伝わるようになるとあります。見た者はこの祝福に預かります。ダニエル書に書いてあるように天において星のように永遠に輝くようになります。なにがでしょうか。キリストは絶対かつ唯一の希望なのだということを本当に見た者は間を持たないで天命が聞こえてきて、使命の人生に切り替わるようになります。何をしようが関係ありません。皆さんに皆牧師になりなさいということではありません。でも、皆さんが職場で仕事をしようが、家庭で主婦の仕事をしようが、お医者さんになろうが、学校の教師になろうが関係ありません。皆、心に持っているものは同じでしょう。私の理由は、教師をしている理由はキリストのために、キリストが宣べ伝えられるために、私の生涯がそのためにあります。それを献身と言います。マリヤは献身の人生を送っていました。違うでしょう。もったいないとか惜しむということはありません。献金をしながら、献身をしながら、神学校に行きながら、自分が足りないから迷いはありましたが、なにか惜しむ気持ちはありませんでした。当たり前です。当然でしょう。そこに他のなにかが入り込むような計算などありません。
なぜでしょうか。キリストが絶対かつ唯一の希望でしょうか。皆さんの家庭の希望です。日本の希望はキリストしかありません。それをいまだ見ていないのでしょうか。それを認めることによって、まず皆さんが今置かれている現場、地域においてそれを実際に確認することからスタートです。それは小さな実践です。それを祈ってみてください。キリストは絶対かつ唯一の希望ということを私は認めます。だから、私はキリスト、イエスを信じたでしょう。だれが何と言おうが今まで何をどう学んできたかは関係なく、イエス・キリストを信じるしかありません。皆さんがこれから皆さんの現場で関わりのある人々を対象にして祈ってみてください。それを確認できるように。今実際にそうなっています。キリスト以外には希望がないということは事実です。私たちの目に映っていないだけです。今日のこのメッセージを握って、皆さんがキリストは絶対かつ唯一の希望と信仰告白できる方であれば、その祈りを始めていただきたいと思います。そういう意味で皆さんひとりひとり、また皆さんの人生は尊いものです。他のなにかと、だれかと比べることのできない貴重なものです。このメッセージを握って、皆さん今週1週間も黙想してみてください。皆さんの内側にキリスト、イエスの他に絶対的になっているものが何なのかを探り見つけ出すようにしてください。そして、それを相対的なものに、参考に過ぎないものに全部変えてください。たとえば、笑い話ですが、ある人は「私は朝7時に起きること、この決まりは絶対的だ」となると、7時に起きるのですが7時5分に起きるとその絶対から外れたのでずっと気になります。それが絶対です。自分の健康や様々なことのために規律を持って何かのルールを持つというのは悪くはありません。でも、絶対的なものはありません。絶対というものはそうならないと耐えられないものです。食事の前には手を洗う。ばい菌などがあるから良い習慣でしょう。でも、それが絶対的になっていると、洗わないと洗わないから精神的に圧迫になってプレッシャーになります。だから、キリスト以外に絶対的なものを持っていてはいけません。どうなるかわからないし、極端に言いますとどうなっても構わないものなのです。それをすべてちりあくたと告白するものです。皆さんにあるもの、それが立派で必要でどういうものなのかわかりませんが相対的なものに変えてください。そして、皆さんの過去がどんなに立派なすごいことがあったとしても自慢したりするようなものではありません。絶対的なものではないし、希望ではないからです。逆にどんなに辛いこと、嫌なことがあったとしても傷として持っている理由はありません。どうせ絶対的なものはありません。逆に絶対的な希望であるキリストに向かわせる道具にすぎないものだったのです。何一つ捕らわれる必要がないのにキリストが絶対かつ唯一の希望だということがわかっていないと、なにか絶対的なものを持つので仕方がなくそれの奴隷になるしかありません。良いか悪いか関係ありません。奴隷になると必ず精神的な問題に発展するようになります。症状がいろいろ現れることもありますが、精神そのものが健康ではありません。安定しません。私たちは聖なるものに対しては、福音に対してはデリケートでないといけないのですが、その他のものに対してはある意味、ものすごく鈍い人間にならなければなりません。それなのにクリスチャンの方々は絶対的な者に弱いので、そうでないもの、鈍くてもよいものにあまりにもデリケートなのでものすごく力が弱いし、サタンのばい菌にものすごく感染しやすい体質になっています。悔しくないのでしょうか。今日、神様の問いかけに真正面から応答し、キリストは絶対かつ唯一の希望なのです。それを裏返しますと、私がデリケートにこだわるようなものは一切、存在しない、「絶対」は私にはないのだから。すべては相対的なものです。そうではないでしょうか。家族も同じです。キリストだけです。自由になってください。
それで頑固な人、何か主張が多い、強い人は必ず精神的に不安定です。その人は本物の絶対的ななにかがわかっていないからです。本物の絶対がわかっている者は他は全部譲ります。ユダヤ人にはユダヤ人に、異邦人には異邦人のように。関係ありません。それを聖書は柔和なものと言います。皆さんぜひ柔和なものになってください。本当に吟味して神様と向かい合ってその質問の前に立っていただきたいと思います。柔和な者とはキリストが絶対的な答えだということがわかっているので、引っかかるものが何一つありません。それが柔和なものです。「これはこうするべき、あれはああするべき」というのが多いほど精神的に混乱します。赤信号でも渡ることもあります。絶対的なものはありません。捕らわれる者もありません。引っかからないでください。それをまた別の言葉で言うと、無駄な喧嘩、余計な戦い、余計な頑固さなどはいりません。この絶対的なものがわかっていないので喧嘩をしなくてもよいこと、争わなくてもよいことをずっと争うようになります。そこから自由になる1週間になってください。逆にキリストに集中してください。皆さんがキリストに集中することができないように邪魔するものは全部カットしてください。そういう者は存在しないのに、なぜでしょうか。絶対的なものは世には存在しません。なぜそれにそれほど力を与えていらっしゃるのでしょうか。全部、カットしてキリストに集中して、キリストで自分は幸せだ、キリストにある幸せを見つけ出すクリスチャンになってください。それで、なぜそうするのかというと、そうすることによって皆さんの人生が、年が何歳であろうが、どんな職業、どこに住んでいようが関係なく、理由をキリストが宣べ伝えられる使命に理由を取り戻すようにしましょう。その一つの理由を持ってそれを回復するようにしてください。間を置かないで当たり前に。信じたばかりだからよくわからないけれども、別に他のことを知らなくてもよいのです。キリストが絶対かつ唯一の希望だとこれが分かっていれば十分です。その人は間を置かないで今までの人生の理由を捨てて変えてください。年を召している方々でも、私の事業、私の残りの生涯、持っているものをこの福音のために、伝道のために、キリストが宣べ伝えられることのために。音楽家になろうとしている人はその音楽の世界に音楽をとおしてキリストが宣べ伝えられることのために。仕事もしないで伝道しなさいと言う意味ではありません。しかし、24時間何をしようが、何に没頭して最善を尽くしていても、心の中ではキリストが宣べ伝えられることのためにこれをやっているのだということを忘れないことです。それしか希望がないから。本当でしょうか。それを回復して、それを先ほど申し上げましたように、世界中に広まるようになりますがもう始まりました。それが皆さんの身の周りからスタートできるように。小さいところから祈り始めていただきたいと思います。皆さんと関わりのある人、皆さんの現場で使命を回復するようにしてください。それは難しいことではなく当たり前で当然です。皆さんを何か束縛するようなものは全部切り捨てて自由になってください。
（祈り）

愛する天の父なる神様。今日も神様が私たちを愛して、私たちが具体的に神の奇跡の勝利の主人公になるように問いかけていらっしゃることを感謝いたします。キリストは救い主ではなくて、絶対かつ唯一の希望なのか。その意味を深く考えながら、まずひとりひとりが癒されて自由になって捕らわれることなく、特に人生の理由がすべて切り替わって、福音宣教と言う使命が理由になるように、そこが祈りになるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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